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【足立区地域自立支援協議会くらし部会】会議概要 

会 議 名 令和４年度 第１回  

【足立区地域自立支援協議会くらし部会】 

事 務 局 福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和４年７月１２日（火） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後４時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センター 研修室２ 

出 席 者 

（Web参加）酒井 紀幸 部会長、池田 輝子 委員、高木 光成 委員 

      森 哲也 委員、武井 喜行 委員、芹澤 正博 委員 

      三瓶 善衛 委員、石井 純一 委員、鈴木 真理子 委員 

（来場参加）菊池 孝子 委員、山田 尚美 委員 

欠 席 者  渕脇 美佐子 委員 

会 議 次 第 
 

１ 開会 

（１）障がい福祉センター所長挨拶 

（２）委員紹介 

２ 議事 

（１）部会長挨拶 

（２）令和４年度 活動計画について 

（３）新型コロナウイルス感染症による影響について 

３ 事務連絡 
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1 開会 

障がい福祉センター所長挨拶 

〇障がい福祉センター所長 本日は令和４

年度足立区地域自立支援協議会第１回くら

し部会にご参加いただき誠にありがとうご

ざいます。 

今年は６月から記録的暑さが続き、ここ

にきて新型コロナウイルス感染症の拡大の

傾向をみせています。本日は対面での開催

を予定していましたが、急遽変更し、ＷＥＢ

を併用しての開催とさせて頂きました。急

な変更にもかかわらずご協力をいただき誠

にありがとうございます。さて、足立区地域

自立支援協議会ですが、２年を１期として

おり、今年度は新たな期の１年目となりま

す。前期の令和２年度、３年度は「水害時の

備え」という共通課題についてご議論いた

だきましたが今期は共通課題なしでスター

トすることになりました。くらし部会では

新型コロナウイルスにより生活がどう変わ

ったのか、福祉サービスの利用や提供がど

う変わったのかについて、アンケートをも

とに本日の討議を進めていきたいと考えて

おります。今日は活発な意見交換、協議をお

願いしたいと思います。本日はどうぞよろ

しくお願いいたします。 

〇事務局 続きまして委員の紹介です。Ｗ

ＥＢで参加している方からお名前をお呼び

しますので、自己紹介をお願いします。 

 皆様、今年度のくらし部会委員をお引き

受け下さり誠にありがとうございます。本

来でしたら委嘱状をお渡しするのですが、

ＷＥＢ参加の方につきましては後日事務局

から送付させていただきます。 

 

２ 議事 

（１）部会長挨拶 

〇酒井部会長 本日の第一回くらし部会よ

ろしくお願いいたします。 

昨年度までは災害対策、水害対策につい

てくらし部会にて協議しました。新型コロ

ナウイルス感染症について増大したり、落

ち着いたりを繰り返しています。現況とし

て各関係団体、事業所など様々な生活の不

自由さ課題を抱えながら運営しているかと

思います。新型コロナウイルス感染症の収

束に向けて、今年度のくらし部会ではコロ

ナ禍による福祉サービスの提供や利用の変

化、生活の変化、介護環境の変化など協議し

ていきたいと思います。忌憚ないご意見を

いただければと思います。よろしくお願い

いたします。 

（２）令和４年度活動計画 

〇酒井部会長 令和４年度活動計画につい

て、足立区地域自立支援協議会本会議が先

月行われ、そこでも報告させていただきま

した。くらし部会の目的として「区内の様々

な事業所、関係団体の担当者に参加いただ

き、障がいのある方が地域でくらし続ける

ためにはどうしたらよいか、課題を共有し、

意見交換を図る」としています。 

今期及び今年度の重点課題として新型コ

ロナウイルス感染症が流行し２年が経過し

ています。感染対策優先の生活が長引き、先

の見えない不安、経済的圧迫などによる心

の面の影響が大きくなっています。コロナ

禍が長期化し、障がいのある方のご家庭の

生活環境、必要な生活のあり方、必要な福祉

サービス、それぞれの事業所のサービス提

供の仕方について現状を把握し、改めて障

がいのある方の生活を考え、今、何が必要な

のか現状の把握と検証に取り組んでまいり

たいと思います。 

 今後の予定について、本日は、事前アンケ
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ートをもとに、現況の把握を行います。第２

回は、９月２７日を予定しています。アンケ

ートの意見に対して、課題がどこにあるか、

要因は何か、その対策について議論してい

きたいと思います。第３回は、１２月６日を

予定しています。対策をまとめて、自立支援

協議会本会議に報告できるようにしていき

たいと思います。より具体性を持った形で

取り組んでいけたらと思います。 

（３）新型コロナウイルス感染症による影

響について 

〇酒井部会長 皆様に事前にアンケートを

取らせていただきましたが、その他ご意見

あるかと存じますので、項目ごとに追加い

ただければと思います。 

 １番目の議題として、「新型コロナウイル

ス感染症まん延後の生活の変化について」

です。約２年前に新型コロナウイルス感染

症が日本に入ってきて、その後幾度となく

感染拡大、収束を繰り返し、生活様式の変化

が生じていると思います。それぞれの事業

所、団体ではこの状況を踏まえご意見いた

だいていると思います。いくつかアンケー

トの内容等を挙げます。入所施設、通所施設

等でのイベントが行えなくなっています。

就職されている方は、自宅待機の後に解雇

などの事例も生じています。通所の自粛が

大きな負担となったこともあるかと思いま

す。外出機会が減りストレスが溜まること

も生じています。図書館、障がい福祉館など

公共施設に使用制限がかかり余暇活動にも

影響が出ています。一部入所施設等では面

会制限が行われて大きな影響もありました。

当初はコロナウイルス陽性になると冷たい

目で見られることもありました。家にいる

時間が長く、過ごし方に困ることが生じま

した。マスクを着用できない利用者が外出

しにくくなりました。病院が通院制限をか

けるなど定期通院に影響が出たことも今後

の課題となると考えます。ストレスが高ま

ってくると、二次的問題が生じることがあ

るかと思います。居宅系事業所、短期入所に

ついてはサービス利用者が減っていると聞

いています。事業の継続性などが今後の課

題と思われます。 

 本日は、課題や内容の把握をしますので、

対応については２回目以降にお話したいと

思います。委員の皆様からご意見、ご質問は

ございますか。 

 希望の苑での制限の状況と利用されてい

る方の生活の変化について芹澤委員お願い

します。 

〇芹澤委員 入所施設の為、生活のフロア

にウイルスがまん延するとあっという間に

クラスターになり、当時はわずか２、３日で

ほとんどの方が感染しました。マスクので

きない方もいますし、食事、排泄、入浴時は

密に介助するため防ぎようがなかったと思

います。利用者の生活については、外出、外

泊を制限せざるを得なかったため、ご本人

のストレスは計り知れなかったと思います。

ストレスを言葉で伝えられない方も多く、

行動障がいが増えたり、イライラしたりと

いった様子がみられました。娘、息子に会え

ないため、ご家族についても不調を訴える

方も多く、今後の課題だと思っています。家

族会も昨年度は２回程しかできなかったた

め、家族とのつながりが希薄になり、入所施

設の在り方を内部で話し合いました。 

〇酒井部会長 入所施設、グループホーム

等運営されている事業所については共通す

る課題になると思います。接触前提の介助、

支援の上でどう対策していくかが課題です。 

 ２番目の議題として「新型コロナウイル

ス感染症まん延後の福祉サービス利用につ

いて」です。各サービス利用においては様々
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な制限がかかっているかと思います。緊急

事態宣言時には通所サービスの利用自体停

止になることもありましたし、居宅サービ

スや短期入所に関しては制限をかけざるを

得なかったと思います。皆様の意見につい

てご紹介します。 

グループホームのサービス利用は継続し

その中でどのような対応していくかという

ことだったかと思います。ショートステイ

では緊急事態宣言によりかなり制限をかけ

ていたと聞いています。移動支援など外出

できない事態が生じていました。どちらか

というと通所施設の方が多いかもしれませ

んが、休所等がみられました。利用者がＰＣ

Ｒ検査陽性、濃厚接触者だけでなく、ＰＣＲ

検査中の方もサービス利用ができないこと

が生じています。入浴サービスでは、介助面

で制限がかかったと聞いています。リモー

トなど新たなツールを試している事業所も

あるかと存じます。入所施設やグループホ

ームでの面会をリモートにて行っていると

も聞いています。移動支援、居宅介護等の制

限には大きな影響が出ていますが、徐々に

利用の増加があることを聞いています。 

 事業者の福祉サービスの利用の仕方等が

課題になってきます。追加のご意見等ござ

いますでしょうか。 

 通所施設、入所施設、短期入所、居宅事業

所などで利用の制限がどれほどかかったか

を提供されている事業所にお伺いしたいと

思います。 

 まずは通所サービスとして、武井委員い

かがでしょうか。 

〇武井委員 行事等で活動制限が多かった

です。飛沫リスクを踏まえ、歯磨き支援を中

止していますが、ご家族から再開を希望す

る声が高まっています。福祉バスが密にな

るため通所そのものを避ける方も数名いら

っしゃいます。 

〇酒井部会長 新型コロナウイルス感染症

の期間が長くなっています。本人、ご家族の

判断で長期間通所されない方はいらしゃい

ますか。 

〇武井委員 ごく一部ですが２名ほど。他

にお休みの要因があるかもしれないですが、

もともと出席率が良くない方もコロナを理

由にお休みを続ける方もいらっしゃいます。

その他の理由も含めると５名ほど通所が安

定しない方がいます。 

〇酒井部会長 あいのわ福祉会の通所施設

でも３、４名は通所を自粛されています。緊

急事態宣言が明けてもしばらく様子を見て

いる間に感染者が増えて、通所を休むとい

った傾向がみられます。 

 続いて、居宅サービス関係事業所として

石井委員お願いします。 

〇石井委員 サービス利用について事業所

の制限はないです。利用者さんから、ヘルパ

ーさんとの接触を控えるため、入浴サービ

スを週３回から週１回に減らしたり、今ま

では母が介助を担っていたが父がリモート

ワークになったことで、サービス利用の回

数を減らすことがみられています。逆もあ

り、回数を減らしていたが家族負担増加に

伴い、利用を元に戻す事例や通所自粛によ

り自宅にいる時間が増えてサービス利用が

増える事例もあります。コロナ禍でのサー

ビス利用の中止については１名いらっしゃ

います。 

排泄、入浴介助など密に接することが多

いため感染対策を行っています。歯磨き介

助時はフェイスシールドを着用しています。

サービスの制限はないものの、利用者さん

側からの自粛がある印象です。 

〇酒井部会長 続いてグループホームでは

いかがでしょうか。高木委員お願いします。 
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〇高木委員 サービス提供は滞りなく行っ

ていました。１番最初の緊急事態宣言時は

１ヶ月ほど休みがあったと思われますが、

スタッフが１日のプログラムを考え、入居

者が飽きずに過ごすことができました。今

年の２月に新型コロナウイルス感染症がグ

ループホーム内で広がり、１０日ほど隔離

となりましたが、大きな症状なく皆さまに

上手く過ごしていただきました。 

〇酒井部会長 例えば通所施設が休所にな

るケースは何度かあったでしょうか。 

〇高木委員 通所施設でクラスターが発生

し消毒などで２、３日休所となることが何

度かありましたが、長期間の休みは初回の

緊急事態宣言時以外はありません。 

〇酒井部会長 続いて短期入所等はいかが

でしょうか。三瓶委員お願いします。 

〇三瓶委員 短期入所事業は平常時でもニ

ーズの高い事業となっています。コロナ禍

において休止、利用規制を設けることで、利

用者さんにご迷惑をおかけしてしまいまし

た。「いつになれば、利用再開のめどが立ち

ますか」との問い合わせに、具体的にいつと

お答えできないことがつらかったです。な

により利用者さん、ご家族が一番つらい思

いをされたと思います。また経営面でも大

きな影響がありました。 

一方で生活介護ではコロナ禍における緩

和措置として足立区の在宅支援を実施しま

した。利用者さんは医療的ケアを必要とさ

れる方が多く８、９割の方がお休みとなり、

在宅支援の実施により経営上は助けていた

だきました。 

〇酒井部会長 続いて、通所施設とグルー

プホームを複合的に運営されている池田委

員お願いできますでしょうか。 

〇池田委員 通所施設は２月に新型コロナ

ウイルス陽性者が出た際、何日間か休所し

ましたが、通所者には自閉症傾向の方が多

く、毎日通っていただくことに意味がある

ので開けています。グループホームの利用

者さんが８人中４人が陽性となりました。

陰性で帰れる方はご帰宅いただき、それ以

上は広がりませんでした。職員も陽性にな

ることなくなんとか過ごせました。ショー

トステイについては、２月に宿泊された次

の日の朝発熱し、新型コロナウイルス感染

者が出たことで、２月の１ヶ月間利用停止

しました。新規利用について昨年度はいま

せんでした。今まで利用していた方が利用

するのみでした。ショートステイは１室（１

名）だけなのですが、ショートステイ利用時

にコロナ陽性者が出てしまうと、居住され

ている方にまん延してしまうことを恐れ２

月だけは受け入れ停止しました。それ以外

は受け入れています。 

〇酒井部会長 続いて相談支援の部分で森

委員お願いします。 

〇森委員 相談についてもようやく訪問を

再開している状況です。自宅に来てほしく

ないというご家庭もあれば、施設に制限が

あり、訪問できないご家庭もありました。現

在、感染者が増えてきて今後の懸念があり

ます。できる限り訪問して利用者さん、ご家

庭の様子を把握していきたいのですが、会

えなくて不安に思う利用者さんやご家庭も

多くいらしゃいました。 

〇酒井部会長 各サービスごとに課題等や

取り組みなどあるかと思います。次の機会

に深く課題を抽出できるといいと思います。 

 ３番目の議題として「新型コロナウイル

ス感染症まん延後の利用者家庭の変化につ

いて」です。利用者さんの様子については通

所施設、入所施設、グループホーム等によっ

て把握できる情報が異なってくると思われ

ます。そちらを踏まえて皆様からご意見い
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ただいています。 

 多くは環境の変化によるストレスにより

体調を崩されることがありました。メディ

アなどで不安や恐怖心をあおるものがあり、

本来気にしないことも気にしてしまうこと

もあるかと思います。 

ストレス解消法も制限がかかっており、

外に出られないなどが課題として残ってい

ると思います。施設側で検温やマスクの協

力をいただいており、利用者さんからすれ

ば、気を配ることも増えてきたのではない

かと思います。主たる介護者である家族の

体調不良が多くなっていると感じています。

ストレスは家族にも影響しています。また

介護サービスを利用することも難しい部分

があると思います。ご家族が在宅ワークに

なることでメリットが生じたこともありま

す。 

 追加でご意見等ありますでしょうか。 

〇池田委員 利用者の高齢化と共に家族も

高齢化してきています。コロナ禍によりデ

イケアなどに外出しなくなり足腰が弱って

いることや物忘れが激しくなり、老化が進

み家庭生活に不具合が出てきています。反

対にご家族が体調を崩し入院したら、本人、

関係機関が会えないといったことがありま

した。利用者の高齢化と同時に家族の高齢

化が進む中、地域包括支援センターと連絡

は取っていますが、この課題を考えていく

必要があると思います。親ひとり子ひとり

の世帯や、親戚が近くにいない場合で生活

が危ぶまれる場合もあります。ご家族が介

護保険の利用に積極的でない場合、地域包

括支援センターとつながれない場合もあり、

施設から様々な関係機関にお願いして歩く

ことになっており、課題が出てきています。 

〇酒井部会長 池田委員の指摘の通り、利

用者さんの体調不良だけでなく、ご家族の

体調不良も若干増加傾向にあると感じてい

ます。生活全般が変わることが予想され、普

段からの情報の共有が必要になると思いま

す。 

 親御さんの環境の変化について、山田委

員お願いできますでしょうか。 

〇山田委員 親の会自体に制限があり、活

動できない中、つながりが薄れているよう

に感じます。活動可能になった２年間の変

化が大きいです。サービスがあって本人、家

族の生活が支えられていたものが制限され

ることで使いにくくなった不便さ、いつま

で続くか見通しが立たない中、パターン化

された生活ができない葛藤を感じていると

思います。若い保護者は様々な情報の中で

試行錯誤する中、高齢の保護者は抱え込ん

でしまっている。親なき後等を踏まえ少し

ずつサービス利用を使って組み立てていた

ものを、すべて元通りになり再出発が難し

くなっている事例がございます。親御さん

が手術をする際、コロナ禍でショートステ

イの受け入れがなく、手術を延期されると

いった事例もみられました。 

〇酒井部会長 続きまして、親御さんの変

化として鈴木委員お願いできますでしょう

か。 

〇鈴木委員 父母の会は、感染防止対策の

ため多数の会員が同じ場所に集まる活動は

すべきでないとしています。役員会は、月１

回ほど開催していますが、まん延後でもガ

イドヘルパーや短期入所を利用する方と、

会員の感染に対する温度差があることを感

じています。ランチに行く方もいれば、まっ

たく外食しない方もおります。家庭状況に

ついては、たまたまお話を聞けたので意見

が出せました。みえていないことが多いの

で、今後、会として何ができるかを考えてい

く必要もありますが、まずは現状の把握か
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ら行う必要があると感じております。私自

身も、肩関節を痛め通院しています。状況が

みえないなか、長引くコロナ禍でも希望す

る利用者が通所ができていることに感謝い

たします。また家にこもって感染しないよ

う大事に育てている方もおりますので、ご

家庭によって状況がそれぞれ違うのかなと

思います。 

〇酒井部会長 各事業所ではご家庭の情報

を把握していても団体さんは把握できてい

ないこともあると聞いております。つなが

ることができないという点で、親御さん自

身も多くストレスを感じているところと思

います。次回以降、課題として重点的に話が

できればと思います。 

４番目の議題として、「新型コロナウイルス

感染症まん延後の福祉サービス提供につい

て」です。提供側の制限等をかけながら、民

間の事業所では収入面を考えないと事業自

体運営できなくなります。グループホーム

や入所施設については変わりなく運営して

いるかと思います。ショートステイについ

ては、制限をかけながらの運営をしている

と思います。通所施設において生活介護で

は代替的サービス、就労支援では在宅支援

を足立区より許認可いただいています。そ

のため、運営面で大幅な減少なく過ごせて

いることと思います。利用さん、ご家族にお

いて通所施設の制限がかけられるため利用

率は減っているかと思います。サービス事

業の維持は今後ずっと課題として残ると想

定します。足立区は数多くのサービス提供

事業所がございます。年間でみても新しく

できるところ、知らずに廃業してしまうと

ころがございます。サービスの供給量が今

後重要なポイントになってくると思います。 

 この点ついてご意見等ありますでしょう

か。 

 障がい福祉センターあしすとでは事業は

通常どおり行われていたでしょうか。 

〇事務局 あしすとでは就労移行支援、児

童発達支援センター、生活介護、自立訓練の

４つの通所事業を行っています。最初の感

染爆発では、就労促進訓練室、幼児発達支援

室、自立訓練を提供する社会リハビリテー

ション室も通所を自粛し、電話にて在宅支

援を中心に行ったり、人数を制限して通所

を継続しました。生活体験室では、自閉傾向

の方や、身体、知的に重度の方が通所してい

るため、ご家庭の判断で通所を自粛される

方は多かったですが、事業所として通所の

自粛はしませんでした。通所を自粛してい

る方でも２週間ほどで、問題行動が確認さ

れた方もいたため、お電話で「どうぞ通所し

てください」とお伝えしていました。６割ほ

どの出席があったと思います。 

〇酒井部会長 あしすとだけでなく、それ

ぞれの事業所の課題はありながらもその上

で何らかの運営を行っていただいたと思い

ます。この課題は続くものと思われますの

で、次回以降のテーマとさせていただきま

す。 

 ５番目の議題として「衛生用品や感染症

対策必需品について」です。現行の福祉サー

ビス事業所については、毎月のように足立

区からマスク、手袋、消毒液等の供給を受け

ています。職員の人数によって数は違いま

すが、衛生物品が足りなくなることは以前

と比べて少なくなっていると思います。ど

の事業所も共通していることとして、消毒

液を多く使用する時期があったり、クラス

ター発生時は防護服等を多く使用したりと

そういった場面での費用負担は大きいと思

われます。すべて行政からの支給ではなく、

事業所単位で用意する物もありますので、

足立区と相談しながらやっていけると良い
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と感じます。グループホーム、入所施設で衛

生物品が品薄になることは少ないと思いま

すが、居宅系、訪問系事業所として石井委員

お願いできますでしょうか。 

〇石井委員 足立区からのゴム手袋、マス

ク等の支給では足りずに事業所で購入して

います。排泄介助、入浴介助でゴム手袋消費

する上、入浴介助で利用者さんがマスクす

ることは厳しいので職員がフェイスシール

ドをしたり、夏場は暑いですがマスクを二

重にするなどで対応しています。１日に３、

４件と利用者さん宅を回ると、その都度マ

スクや手袋を取り換えるため、数が必要に

なります。ヘルパーさんによってはマスク

をすると耳が痛くなるため好みのマスクを

購入する方もいます。またアルコール消毒

も手が荒れるため、荒れないようなものを

使うなど、供給される物だけでは足りない

現状にあります。 

〇酒井部会長 サービス種別においては、

１回でたくさん消費するものもあると思い

ます。また原材料が高騰しているニュース

や事例を聞きますので、今後衛生物品に影

響が出てくることを踏まえながら、次回以

降検討していこうと思います。 

６つ目の議題として「新型コロナウイル

ス感染症陽性時について」です。足立区でも

累計でみるとかなりの数が陽性となってい

ます。障がいがある方、ご家族、サービス提

供者が陽性になることもあります。見えな

い課題も多いと思います。プライバシーに

配慮しつつ、課題を洗い出していければと

思います。各所、陽性者、クラスターが発生

した時の対応としてリスクを抱えながらサ

ービス提供されているかと思います。今後

も慎重になりながらもやらざるを得ないで

すし、事業を継続しながら、陽性者、クラス

ターに備えることは大変かと思います。よ

り深く課題を抽出していければと思います。

本人のみが陽性になるケース、ご家族のみ

陽性になるケースもあるかと思います。入

院等や療養施設にいかれない、外出できな

いケースも多く聞いています。ご家族とし

ては、ご自身が感染した場合本人がどうな

るかといった質問は新型コロナウイルスま

ん延当初多く受けていました。施設として

協力していくことは考えておりましたが、

一抹の不安は付きまとうことが実態として

あったと思います。医療機関において感染

の疑いがあると受診できないといった事例

は当初多く聞いていました。例えば、通所施

設できちんと病院に行っていないと通所で

きませんなど板挟みになるケースもでてき

ていました。こうしたことについてはだい

ぶ緩和されているように感じております。

グループホームや入所施設などシフト勤務

のところでは陽性者、濃厚接触者となれば

出勤できず、シフトが組めないといったこ

とは毎月のようにでてきている話題かと思

います。 

職員本人もですが、１月から３月頃は子

どもが学校、幼稚園、保育園などで陽性者が

出たため多くの職員が仕事を休まれたとい

うことは各所で聞いております。クラスタ

ーになった場合は、想定以上に過酷な事態

だったかと思います。交代要員が組めない

中、長時間の勤務が発生していたかと思い

ます。通常着ない防護服の着用、フェイスシ

ールドの着用など毎回部屋を出るたびに行

うだけでも結構な負担になっていたかと思

います。 

個人情報がらみで、いろいろなケースを

聞けない場合もあるかと思います。風評被

害が起きた時もどこの施設で感染者が出た

といったうわさが出ていたことは事実であ

りますが、情報共有、対応策の共有ができな
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いことが積み重なってきていると思います。

ＰＣＲ検査や、重篤化した際の入院先の情

報もほとんどの方が持っていないと思いま

す。保健所主導で行っており、そこからの通

知になりますので、そういった情報を見聞

きしながら積み重ねてきたのがここ３年間

の実情だと思います。新型コロナウイルス

感染症陽性となった場合、家庭における必

需品については課題が残されております。

事業所側としても協力したいところですが

２４時間の生活はカバーしきれないところ

があります。今後の課題として拾っていき

たいと考えます。入院するケースは少なく

なってきたと思いますが、障がいのある方

に関しては比較的入院しやすかったように

感じます。保健所が多忙の為、連絡がこない

といったことがあり、その間何かあったら

といった不安は付きまとっておりますので、

入院の為の担保というところは課題として

みえてきていると感じております。 

 追加で何かありますでしょうか。 

〇菊池委員 くらし部会に２年半ほど出席

しておりますが、民生・児童委員としての役

割として、どうしていいか考えさせられま

した。施設を訪問させていただくなど勉強

をする機会がなく、話を聞くだけで何もで

きなかったことが残念でした。１度でいい

ので施設を見学できたらいいなと思ってお

ります。今後ひまわり園さんの見学予定と

なっております。 

〇酒井部会長 聞きなれない話が多く、民

生児童委員さんとしては、どのように関わ

っていただいてということについて、率直

な話としてまず、知っていただくことかな

と思います。それぞれの委員の皆さんのお

近くに民生児童委員さんがいらっしゃいま

すが、どう関わっていけばいいかわからな

いといった現状を認識しております。お互

いを知っていくところから始めていただけ

るとありがたいと感じています。 

 他にご意見ございますでしょうか。 

 各事業所で対象のところにお伺いしたい

のですが、入所施設であれば東京都が職員

応援の事業を行っているので登録している

か伺いたいです。またグループホームに関

してもクラスターが起きた場合に職員の応

援を呼ぶ制度が昨年度あたりからできてい

ると思います。登録、実態状況について伺い

ます。まずは芹澤委員お願いできますでし

ょうか。 

〇芹澤委員 希望の苑としてはクラスター

が発生した際の備えとして、人材の確保が

重要です。東京都で行っている応援派遣の

登録は法人としてしております。しかし、レ

ッドゾーンといいますか、感染が起きてい

るところに外部の方が応援に入るのは難し

いと考えています。いわゆるところてん方

式として、法人内で応援体制を組んで、通所

施設から入所施設に応援を出し、手薄とな

った通所施設に東京都の応援派遣を依頼す

る考えでいました。しかし実際には、希望の

苑を経験した職員が各通所施設や他事業所

におり、２週間程のスパンで切れ目なく入

ることで、東京都の応援なく、法人内部のみ

で２回のクラスターを乗り切ることができ

ました。 

〇酒井部会長 続いて三瓶委員お願いいた

します。 

〇三瓶委員 当施設も法人として登録して

います。幸いクラスターは発生していない

ので、利用に至っていません。また別に東京

都の事業継続計画の中にある、職員が陽性、

濃厚接触者となった場合の宿泊の利用もし

ています。陽性になった方と離れ安全を担

保しながら仕事ができて、ありがたかった

です。 
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〇酒井部会長 続いて高木委員お願いいた

します。 

〇高木委員 制度の登録はしておりません。

制度は知っておりますが、当事業所の利用

者は区分５、６といった重たい方が多いの

で、他の方に応援に来ていただいても、支援

が難しいと考え利用に至っていません。最

悪の状況として感染した職員が感染した入

居者をみる可能性もあると考えています。

今のところは職員に陽性者は出ていません。

「なるべく感染しないように」とお伝えは

しています。 

〇酒井部会長 続いて池田委員お願いでき

ますでしょうか。 

〇池田委員 当事業所も制度は知っており

ますが、利用者が自閉症の重い方がいらっ

しゃるので突然知らない方が来られても混

乱してしまうことと、応援に来ていただい

た方が陽性の利用者対応ができないため、

内部で回していくように考えています。実

際に２月にクラスターが発生した際はシフ

トを固定するなど考えましたが、１人２人

に負担がかからないようシフトはそのまま

で行いました。その際は職員に陽性者は出

なかったです。小さな事業所では制度が利

用しづらく感じており、登録はしておりま

せん。 

〇酒井部会長 続いて森委員お願いできま

すでしょうか。 

〇森委員 あいのわ支援センターは登録は

していますが、実際使えるかについては難

しいと感じています。法人内のバックアッ

プを第一に考え、昨年クラスターが発生し

た際も宿直等、法人内の応援でシフトを凌

ぎました。第一に法人でどうしても難しか

ったら次に東京都に応援依頼することを考

えています。 

〇酒井部会長 どこの事業所も応援という

ことを考えますが、利用者さんのことを考

えると全て制度に乗っかりきれないことが

よくわかりました。今後の課題として挙げ

ていければと思います。 

 以上今回のアンケートについて一通り整

理させていただきました。その他、ご意見ご

質問はございますでしょうか。 

〇高木委員 当事業所３か所のグループホ

ームには１３名の方が入居しており、複合

型でないため７、８か所の通所施設に通所

しています。どこかの通所先で新型コロナ

ウイルス陽性者が出た後入居者が感染した

場合、感染を広げてしまうことに不安を感

じています。通所先でクラスターが出てい

るかと思いますが、早い段階で情報をもら

えれば、グループホーム内で他の通所先に

行くことを休んでもらうなどの対策が取れ

ると考えています。赤信号になる前の黄色

信号、その手前くらいで、個人情報等あるか

と思いますが、教えていただけると拡大さ

せずに済むと感じています。 

〇酒井部会長 どの事業所も感じていると

ころかと思います。自事業所だけでなく、他

の事業所でも陽性者が発生したら情報を教

えてほしいのが本音かと思います。事務局

が、今の段階で区の方に確認をお願いする

ことは可能でしょうか。 

〇事務局 高木委員のご発言にあった黄色

信号とは、例えば利用者がコロナ陽性にな

った場合の共有でしょうか。関係機関の名

簿は生活介護の事業所としてあります。施

設の中で陽性者が出た場合に、その情報を

ということでしょうか。 

〇酒井部会長 まずはその情報かと思いま

す。伝えている事業所とそうでないところ

があります。 

〇高木委員 今回のケースでいくとＡさん

が通われている通所先にてＡさんとは別の
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グループにて新型コロナウイルス陽性者が

出ました。Ａさんと陽性になった方は別の

グループなので問題ないとの判断で数日間

過ごされました。その後通所先にてクラス

ターとなり、通所先の全員がＰＣＲ検査を

受けたところでＡさんも陽性となりました。

Ａさんは無症状であったため、グループホ

ーム内でも何日間か過ごされており、グル

ープホーム内の全員が濃厚接触者となって

しまいました。その間、グループホーム内の

皆さんは別々の通所先に行っていました。

もし、Ａさんの通所先から別のグループ内

で新型コロナウイルス陽性者が出ている情

報をもらっていれば、グループホーム内の

利用者にそれぞれの通所先に通所すること

を控えてもらうことができたかもしれない

と、黄色より前の段階で何か情報をもらえ

ないかと思っていた次第です。 

〇事務局 区内の障がい福祉事業所の陽性

報告は保健所に委託された障がい福祉課施

策推進係で行っております。施策推進係で

把握しているのは、ＰＣＲ検査を受けたこ

とではなく、陽性情報となって初めて連絡

を受けています。もちろん事業所としては、

ＰＣＲを受けた時点で報告の準備をし、濃

厚接触者となるか、通所の継続の有無等を

判断していただいています。今回の黄色信

号とはＰＣＲ検査を受けたタイミングでは

ないかと思っております。情報共有につい

ては、施策推進係にも確認させていただけ

ればと思います。 

〇酒井部会長 全ての事業所が行えている

かはわかりませんが、福祉サービスを展開

している事業所は、ＰＣＲ検査を受けた場

合、陽性者が出た場合、事業所によっては東

京都にも報告をしています。例えば、必ず個

人名を明かさないことを確約して情報提供

に同意していただいた事業所の情報共有が

行えるのは一つの良い案ではないかと思っ

ていましたので、相談していただきたく思

います。 

 他にご意見等ございますでしょうか。 

次回までに、本日のご意見を整理し、次の

資料としてお出ししますので、その時に追

加いただいて構いません。引き続きよろし

くお願いいたします。 

アンケートにて新型コロナウイルス感染

症以外のご質問をいただいたので、報告さ

せていただきます。地域生活支援拠点が一

昨年度から運営されています。令和３年度

から緊急保護事業、短期入所の受け入れ相

談対応、障がい福祉センターを中心に地域

生活支援拠点担当者会が行われています。

実際のところ登録している法人が、あいの

わ福祉会とあだちの里になりますので、障

がい福祉センターのメンバーと共に会議の

運営と、今後の課題の整理等を行っていま

す。地域生活支援拠点事業のところで動い

ているのが、緊急保護事業ですが、ここまで

２年間の間で数件くらいしか利用がないの

が実態です。実情も親御さんが倒れられて

といった事例でした。緊急保護事業の利用

の前に、ショートステイが空いていたので

そちらを利用したといった事例が数件ある

かと思います。詳細につきましては、第２回、

第３回の時に障がい福祉センターの地域生

活支援拠点担当者の出席を要請しておりま

す。また、次回以降ご説明させていただけれ

ばと思います。 

 

３ 事務連絡 

〇事務局（社会リハビリテーション係長） 

次回のくらし部会は９月２７日火曜日、午

後１４時からを予定しています。よろしく

お願いいたします。 

 以上をもちまして、足立区地域自立支援
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協議会第１回くらし部会を終了いたします。

ありがとうございました。 

以上 


